
コース

学年 第３学年 開講 通年 必修 2 単位

教科書：

副教材：

1 学習の到達目標

2

a 知識技能

b 思考・判断・表現

c 主体的に学習に取り組む態度

a b c

古文・漢文 古文単語・漢文句形（通年）

随筆（3） 4 〇

〇

〇

詩 5 〇 〇

中間 〇

評論(1) 6 〇 〇

〇

物語 7 〇 〇

〇

史話・史伝（3） 史記「廉頗・藺相如」 〇

〇

期末 〇

9 〇 〇

〇

〇 〇

10 〇

〇

〇

〇

11 〇

期末 〇 〇

12 〇 〇

〇 〇

3 評価の観点

アスリート ２０２４年度シラバス（　国語　） 開志国際高等学校

科目 古典探究

精選　古典探究　古文編　漢文編（明治書院）

新精選　古典文法（東京書籍）漢文必携（桐原書店）重要古文単語３１５（桐原書店）

共通テスト国語対策問題集［標準から実践へ］古典編 完成古典〈大学入学共通テスト対策改訂版〉

国際化する社会の中で、深く考え新たな道を見出すために、古典を読む力を進んで育てるとともに、古典についての理解や関心を
深める。
古典を読んで思想や感情などを的確にとらえその価値を考察する。
多様な文化を尊重するとともに、伝統的な言語文化および言語の特徴について理解を深める。

学習計画及び評価方法

考査
評価の観点

読解に必要な単語・句形をマスターする。

前
　
期

古
文

枕草子「二月つどもりどろに」 現代にも通じる平安時代中期の筆者の感性に

　「野分のまたの日こそ」 触れ、細やかな観察眼、人間の心の機微、

を読み解き、正確な読解力を養う。

学期項目 単元 学習内容 学習のねらい 月

作者の宮廷生活に対する感じ方をまとめる。

漢
文

「桃夭」「秋風辞」「兵車行」 古体詩と長編の詩を通して、言葉の芸術に触

人間の普遍的な感情への理解を深める。

格調高い韻律に親しみ、言語理解を高める。

通して、古典の中の多様性を知り、物語の面白
さを味わう。生涯にわたり古典に親しむ態度を養
う。

漢
文

史伝に対する理解を深め、読解力を高める。

背水の陣で活躍した韓信やその周りの人々の姿

を通し、人間存在について考える。

古
文

三冊子「不易流行」 近世の評論を読み、松尾芭蕉の芸術性とその
継承について理解する。「不易」と「流行」の理
念
普遍的な価値について理解を深め、まとめる。

堤中納言物語「虫めづる姫君」 既存の価値観に染まらない姫君の発言と行動と

前期　　授業評価　　　　

後
　
期

古
文

随筆（4）

蘭学事始「フルヘツヘンド」
江戸時代の杉田玄白の随筆を読み、その業績
と
苦心と工夫、事業を成功させる在り方を学ぶ。
西洋と当時の日本の学術文化の関りを理解す
る。

漢
文

思想
孟子「性善」 「諸子百家」の中でも代表的な「儒家」の思想に

荀子「性悪」 触れ、現代に生きる者としての人生観、社会観

「性善」「性悪」といった立場と考え方を学ぶ。

言霊や禁忌という古代の考え方を理解する。

漢
文
「長恨歌」と日本
文学

「長恨歌」 「長恨歌」と日本の古文を読み比べ、思想や感
情などの共通点や相違点について考察して発
表する。

古
文

上代の文学 古事記「倭健命の望郷の歌」 現存する最古の文学としての「古事記」を読み、

上代の言葉から現代の言葉への変遷を知る。

後期　　授業評価　　　　

描かれた人物、状況、文学史的背景を理解しているか、定期テストによって確認し評価する。語句の意味小テスト、レポート、
ノート、暗唱により、主体的に学習に取り組む態度を評価する。
＜評価算出方法＞
【知識・技能】【思考・判断・表現】素点÷配点×100
【主体的に学習に取り組む態度】平常点100点

古
文

評論（２） 風姿花伝「秘すれば花」
能楽の大成者による評論を読み幽玄の美的理
念
芸道の諸事に通じる価値観を学ぶ。
能楽の独自性と諸文化の芸道を調べ、まとめ
る。


